
蠣
組繍

撫麟
外
渦

…叢

二
重
枕
論

我

が
國
民
所
得

の
地
方
別
研
究

マ
ル
ク
ス
氏
餓
剰
慣
値

読

の
評
論
…

小

作
制

と
小
作
法

時

外
柵

華

府
省
議

に
於

け

ろ
支
那
關
税
問
題

我
邦

の
警
業
…視
を
論
ず

・

勢

働
保
険

に
關
す

る

一
考
察

・

…説

苑

地
學
押
…計
會
學

読

に
就

き
て

・

雑

録

一「
濁
逸

の
同
盟
罷
業
保
険

・

安
億

醤
唯
物
史
観
と
隙
剰
償
値
」

一
竹
内
法
學
士
諜
『
富
国
論
』

法
華
博
士

法

華

士

渋
墨
博
士

注
學
博
士

注
解
博
士

注
學
博
士

法
難
博
士

注
卑
情
士

経
済
學
士

法

學

上

浜
學
博
士

刑[末

戸 廣

正 重

雄 雄

河 田 汐 小

田 島 見 川
郷

嗣 錦 三 太

郎 治 郎 郎

山

木
美
越
乃

財

部

静

治

岡

崎

文

規

本
件

長
三

郎

河

上

肇

」



な
謹
む

第
十
四
巻

〔第
四
號

=
八
二
)

七
五
四

一

「腋
酪

騰

裂

地
調
査
墾

・」
を
讀
む

汐

見

三

郎

内
務
省
衛
生
局
は
、
最
近

「
粛
京
市
真
橋
匠
月
島

に
於
け
る
貴
地
醐
査

報

告
」
の
第

「
瞬
葎
公
に
し
た

、
両
三
年
來
墜
界

の
渇
堕
し
て
み
た
月
島

.

研
究
は
、
か
く
し
て
我
等

の
手
に
入

っ
た
の
で
あ
る
。
本
報
告

一
助
附
錬

二
冊

瓜
り
な

ろ
七
八
百
頁

の
此
式
m研
1i
陛
實

に
我
国

に
於
け

る
此
種
調
査

.

物
申
に
あ
り
て
、
始
め
て
見
ろ
の
勢
作
で
あ
る
。

抑

々
月
島
研
究
な

る
も
の
が
行
に

る
」
に
至

っ
た
の
は
、
實

11
保
健
衛

生
醐
査
會
第
七
部

に
於
サ

ろ
大
正
七
年
十
月

二
十
二
日

の
決
議
に
基
く
の

で
あ

る
。
委
員
高
野
岩

三
郡
博
士
に
、
都
市
衛
生
状
態

資
地
調
査

の
第

一

着

手
ざ
し
て
熟
練
職
⊥
の
質
地
調
査

な
行
ふ
の
必
要

々
感
じ
、
東
京
市
に

.

於

け
る
熟
練
職
工
の
居
住
地
月
島

石
播
ぴ
て
、
同
地
の
衛
生
状
態

の
標
本

調
査

な
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
月
島
研
究

は
共
産
枕
で
あ

る
。

報
告
ば
分
れ
て
、
第

一
-
月
島
及
附
近
圖

、
第

二
、
月
島
篇
眞
十

一
葉

第

三
、、報
告
本
文
、
第
四

、
附
録

ぐ」
な
っ
て
み
る
。
調
査
本
文
11
更

に
四

編

に
分
れ
、第

一
編
総
説
に
高

野
博
士
白
ら
執
筆
ぜ
ら
れ
、第
二
編
月
島
ミ

其

の
労
働
者
生
活
に
催
田
保
之
助
氏
、
第
三
編
月
島
に
投
げ
る
労
働
者
の

衛
生
状
態
仁
星

野
鐵
男
氏
、
第
四

編
月
島
の
勢
働
事
梧
…に
山
名
義
鶴
氏

の

分
携

に
か
Y
ろ
.
附

録
の
第

一
赫
ば
全
部
統
計
表
で
あ

ろ
、
而
し
て
A
表

百
六
表
は
本
衣
第
二
綿
々
補
ひ
、
13
衷
四
十
九
表
11
本
報
告
第

三
編

の
基

礎

ε
な

乃
も
の
で
あ

ろ
。
附
録

の
第

二
朋

に
ば
、
月
島

の
泄
會
地
圖
二
十

七
葉
、
鳥
眞
九
十
枚
た
攻
め
て
み
ろ
。

大
隈

に
於

て
、
本
調
査
は
本
来

の
目
的
六
ゐ
都
市
衛
生
状
態

の
標
本
調

査

15
止
ま
ら
す
.、
更

に
月
島
の
紅
會
状
態
経
済
状
態

に
關
す
ろ
詳
細
な

る

研
究
を
含
ん
で
み
ろ
・
殊
に
椛
四
民

の
撤
博
ぜ
ら

る
㌦
第
二
編

の
如
き
、

二
百
三
十
頁

の
長
音

に
わ
た
り
、
流
麗
な
ろ
筆
触
以
て
月
島
の
批
會
駿
態

為
遺
憾
な
く
寫
し
た
も
の
で
あ

ろ
。
衛
生
状
態
ミ
限
定
し
乍
ら
轡
學
の
範

園
外
に

逸
脱
し
た

事
に

一
見
穏
冨
た
欠
く
様
で
あ

ろ
が
、
瓦

に
考

ふ
ろ

に
、
此
臨
甲あ

る
に
よ
り

、
蠢
々
此

研
究
の
博興
偲
桝
海
高
め
て
み

る
ピ
ま
ふ
富
Ψ

が
出
來
ろ
。

木
調
査
ば
月
島
研
究

の
第

一
輯
に
し
て
、
続
刊
第
二
輯
か
以

て
完
結
す

ろ
豫
定
で
あ

ろ
、
而
し
て
櫓
任
滑
高
野
博
士
の
言

に
よ
れ
一で
、
寧
ろ
主
力

々
第

二
輯
以
下
に
注
が
れ
た
様
で
あ

る
。
故

に
「
今
に
翠

に
第

}
輯
の
大

盤

ん
紹
介
す

る
に
止
め
、
丙
餐

に
わ
た

る
詳
細
の
批
評
ド
至

っ
て
に
、
第

二
輯
の
公
刊

々
待

っ
て
之
な
行

ひ
た
い
の
で
あ
ろ
。
見
本
研
究

が
我
國

に

於

て
極
め
て
貴
重
な

う
も

の
六
る
事

に
、
責
任
な
以
て
断
言
し
て
置
く
。

.

此
種
の
事
業
1エ
、
兎
角
中
絶
し
易

い
も
の
で
あ

ろ
。
然

る
に
大
正
七
年

嫁
り
大
正
九
隼
に
至

ろ
滞

二
年
間
、
擁
ま
す
倦
ま
ず
質
密
な

る
此
研
究
に

没
頭
ぜ
ら
れ
た
學
に

、
賢

に
關
係
者
諸
氏

の
立
派
な
る
助
勢

三

苫
ば
れ
ば

な
ら
の
。
余

ば
高
野
博
士
其
他
關
係
者

ド
感
謝
す
る
ε
共
に
、
第
二
輯

の

一
日
も
早
く
公
刊
ぜ
ら
れ
ん
事

葎
臨
む
の
で
あ

ろ
。

(
=

、
三
、
二
七
)


